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TOPICS
令和 ４ 年度予算案を審議

私が注目する事業はこれです

常任委員会報告

議員一般質問

表紙写真「ポピーの小道」（ぎふワールド・ローズガーデン）
金森 健次さん（桜ケ丘）の作品

令和４年度予算特集

表紙の作品募集中！（詳しくは15ページへ）



自主財源
５8.5％

依存財源
４1.5％

市税
４7.7％

繰入金　3.1％ 諸収入　3.5％

その他　4.2％

国・県
支出金
２1.5％

地方交付税
6.9％

地方消費税交付金
6.8％

市債　3.6％ その他　2.7％

民生費
40.0％

総務費
11.6％ 教育費

12.7％

土木費
10.5％

公債費
8.0％

衛生費
8.0％

その他
8.4％

議会費
0.8％

　令和４年第１回定例会を2月25日から3月25日ま
での会期で開き、36議案を審議しました。
　このうち、令和４年度予算案については7日間に
わたり予算決算委員会で審査した後、本会議におい
て、すべての予算案が提案どおり可決しました。

コロナ渦で落ち込んできた地域経済の
下支えができるような政策を積極的に
講ずること。

　令和３年９月定例会にて、議会から市長へ
『令和４年度予算編成へ活かすための４つの提言』
を行いました。その提言は新年度予算に次のように
反映されました。

令和4年度予算案を審議

税金の使い道が決まりました
どうなった！？議会からの提言

一般会計予算298億5000万円の内訳構成

各会計予算額と増減率

最重点施策
は

「企業誘致
」

と

「シティプ
ロモーショ

ン」

【ポイントで見る令和4年度の予算】
（前年度比）

歳入

歳出

5億8100万円増（＋4.3％）

6億4050万円増（＋5.7％）

市税

民生費

新型コロナウイルス感染症による景気後退の
影響はやや回復が見込まれますが、高齢化の進
展などから社会保障費は増大し続けています。

財産区（5財産区合計）

水道事業

下水道事業

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険

自家用工業用水道事業

農業集落排水事業

会計名

一般会計予算

本年度予算 前年度比

298億5000万円

106億円

16億 700万円

76億4370万円

1億6200万円

1億5600万円

2210万円

32億7700万円

46億6300万円

10億3200万円
可児御嵩インターチェンジ
工業団地開発事業

特
別
会
計

企
業
会
計

1.6％

3.3％

12.2％

2.1％

△1.2％

△3.7％

△27.5％

△2.6％

△1.4％

80.4％

予算決算審査サイクル

３月
予算に反映

９月
決算審査

議会から市長への
提言

提言
1
地
域
経
済
の
支
援
策
に
つ
い
て

中小企業の事業継続を支援すると
ともに、プレミアムKマネーの発
行、公共施設の改修や道路整備な
どの公共事業を計画的に実施し、
経済の活性化を目指します。

・商工振興対策経費 １億3301万円
予算へ反映

地区センタ－地域拠点化事業の結果を
踏まえ、地区センターの目的を明確に
し、地域の課題・特性に合わせた支援
（財源等）の仕組みを構築すること。

提言
2
地
区
セ
ン
タ
ー
の
地
域
拠
点
化
に
つ
い
て

地域課題解決への取り組みや特性
に合わせた活動を行う場として有
効に活用していただき、その中で
生じる課題等に対し、積極的な支
援を行います。
（事業は令和５年度からを予定）

住民の生活環境に直結するような道路
整備については、積極的な予算確保を
すること。

提言
3
道
路
維
持
費
の
拡
充
に
つ
い
て

道路整備についての予算を増額し
自治会要望に応えます。また、児
童の安全のため、通学路の防護柵
設置など対策工事を行います。

ICT機器を学習環境の更なる充実
のため、ICTの専門家を学校に派
遣するなど教職員のスキルアップ等
のための研修体制を充実させます。

・道路維持事業 2億5537万円
・交通安全施設整備事業 1億2790万円

予算へ反映

ICT機器を使っ
た学習環境の更
なる充実を図ら
れたい。また、
学校や家庭での
オンライン授業

を円滑に行えるよう、教職員の研修体
制を充実するなど、子どもたちの学び
に格差が生じないようにすること。

提言
4
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

・小学校ICT環境整備事業 676万円
・中学校ICT環境整備事業 701万円

予算へ反映

歳入 歳出

前年度比
3400万円
　アップ
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　市に入ってくるお金と使い道をもとに、市がどんな事業を行
うかを事前に計画するのが「予算」です。
令和４年度の各予算は可決されましたが、議員の思いもそれぞ
れです。各議員が注目した事業内容とその理由を紹介します。
※今回は紙面の都合上10人の登場としております。

令和４年度 私が注目する事業はこれです！

　最重点施策である可児御嵩インターチェ
ンジ工業団地開発はいよいよ造成工事に着
手する。積極的な企業誘致や将来の税収確保
につなげてほしい。また、可児市運動公園は、
防災公園としての活用や多世代交流の場と
なるような実施設計で本市の魅力の１つに。

可児御嵩インターチェンジ
工業団地開発事業
運動公園整備事業

板
津
博
之 

議
員

い
た

ず

ひ
ろ
ゆ
き

　文部科学省のGIGAスクール構想に基づい
て市立小中学校の児童生徒に１人１台の端
末が整備された。本市でもいよいよ学校・家
庭の学びの場において、ICTを活用した教育
がはじまった。子どもたちの学びを充実する
ため、機器の更新と教職員に対する研修や授
業支援の充実が不可欠となる。

小中学校ICT
環境整備事業

川
合
敏
己 

議
員

か
わ
い

と
し

み

　令和２年度には事業費約８億３千万円で
市立小中学校の児童生徒に１人１台のタブ
レット端末が配備されるなどICT環境が整っ
た。今年度は教職員に対する授業支援や研修
を計画的に行うなどして、より効果的なICT
活用を。

小中学校ICT
環境整備事業

松
尾
和
樹 

議
員

ま
つ

お

か
ず

き

　一人暮らし等の高齢者の緊急時や安否確
認に有用である「緊急通報システム」はコロ
ナ禍において重要性を増している。また、今
年度から始まる「認知症高齢者等見守りシー
ル事業」は認知症の高齢者やその家族にとっ
ての安心に繋がるよう、積極的にPRを。

在宅福祉事業
任意事業
（介護保険特別会計）

中
野
喜
一 

議
員

な
か

の

き

い
ち

　約９年間、定期接種でありながら積極的勧
奨が行われて来なかった子宮頸がんワクチ
ン。今年度より勧奨が再開され、さらに接種
を逃したキャッチアップ世代（平成９～17年
生まれ）も接種対象に。がん検診とあわせ推
移を見守りたい。

予防接種事業

野
呂
和
久 

議
員

の

ろ

か
ず
ひ
さ

　これまで使用済ペットボトルは、海外輸出
をしたり、ペットボトル以外のものに再生さ
れていた。この事業では、使用済みペットボ
トルが新たなペットボトルに生まれ変わる。
温室効果ガス排出量の削減につながる注目
の新規事業である。

ペットボトルの
「ボトルtoボトル」
リサイクル推進事業

冨
田
牧
子 

議
員

と
み
だ

ま
き

こ

　永年の地域課題である、住宅密集地域や児
童生徒の通学路において、新たな取り組み
「キッズゾーン・ゾーン30プラス」での安全
対策に期待する。
　可児市運動公園（坂戸）は、健康増進、ス
ポーツ交流の場と大規模災害の防災拠点を
備える予定であり、今後の整備状況を注視し
ていく。

交通安全施設整備事業
運動公園整備事業

大
平
伸
二 

議
員

お
お
ひ
ら
し
ん

じ

　もっとあるぞ！「じまんとほこり」。深堀り
して郷土愛の醸成へ。シティプロモーション
をブラッシュアップし、「シティクリエイト」
へ。素晴らしい木曽川中流域（日本ライン）の
自然・歴史を近隣市町と共に日本、世界へ発
信すべき。

シティプロモーション
推進事業

亀
谷
　光 

議
員

か
め
が
い

ひ
か
る

　令和４年４月１日に市制40周年を迎える
本市が、次なる50周年に向けたスタートと
なるにふさわしいアピールを期待。通学路合
同点検対策工事や「キッズゾーン・ゾーン30
プラス」の実施で何よりも子どもの命を優先に。

シティプロモーション
推進事業
交通安全施設整備事業

勝
野
正
規 

議
員

か
つ

の

ま
さ

き

　学校施設の大規模改造事業に注目。照明の
LED化による脱炭素化や、機能性と安全性
アップで学習環境の充実と地域拠点として
の安心感を。
　以前一般質問で提言したデジタル人材育
成による女性の就業支援が予算化され、大い
に期待する。

小中学校施設
大規模改造事業
男女共同参画
社会推進事業

渡
辺
仁
美 

議
員

わ
た
な
べ
ひ
と

み

議員が考える

～今後の進捗状況をしっかりチェック～
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リサイクル推進事業

冨
田
牧
子 

議
員

と
み
だ

ま
き

こ

　永年の地域課題である、住宅密集地域や児
童生徒の通学路において、新たな取り組み
「キッズゾーン・ゾーン30プラス」での安全
対策に期待する。
　可児市運動公園（坂戸）は、健康増進、ス
ポーツ交流の場と大規模災害の防災拠点を
備える予定であり、今後の整備状況を注視し
ていく。

交通安全施設整備事業
運動公園整備事業

大
平
伸
二 

議
員

お
お
ひ
ら
し
ん

じ

　もっとあるぞ！「じまんとほこり」。深堀り
して郷土愛の醸成へ。シティプロモーション
をブラッシュアップし、「シティクリエイト」
へ。素晴らしい木曽川中流域（日本ライン）の
自然・歴史を近隣市町と共に日本、世界へ発
信すべき。

シティプロモーション
推進事業

亀
谷
　光 

議
員

か
め
が
い

ひ
か
る

　令和４年４月１日に市制40周年を迎える
本市が、次なる50周年に向けたスタートと
なるにふさわしいアピールを期待。通学路合
同点検対策工事や「キッズゾーン・ゾーン30
プラス」の実施で何よりも子どもの命を優先に。

シティプロモーション
推進事業
交通安全施設整備事業

勝
野
正
規 

議
員

か
つ

の

ま
さ

き

　学校施設の大規模改造事業に注目。照明の
LED化による脱炭素化や、機能性と安全性
アップで学習環境の充実と地域拠点として
の安心感を。
　以前一般質問で提言したデジタル人材育
成による女性の就業支援が予算化され、大い
に期待する。

小中学校施設
大規模改造事業
男女共同参画
社会推進事業

渡
辺
仁
美 

議
員

わ
た
な
べ
ひ
と

み

議員が考える

～今後の進捗状況をしっかりチェック～

5　　可児市議会だより　2022.5.1
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予
算
決
算
委
員
会

　
令
和
４
年
度
予
算
14
件
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
５
件
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
予
算
編
成
の
最
重
点

施
策
は
「
企
業
誘
致
」
と
「
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
ま
た
、

市
民
へ
の
利
便
性
の
向
上
や
事
務
処

理
の
効
率
化
の
た
め
の
情
報
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
、
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
導
入
や
各

施
設
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

る
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
◆
質
疑
◆
◆

	

東
京
圏
か
ら
の
移
住
支
援
事
業

補
助
金
の
Ｐ
Ｒ
は
。

	

市
広
報
紙
で
の
掲
載
を
は
じ
め
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
岐
阜
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
載
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
県
や
市
に
移
住
の
相
談
が
あ
っ

た
場
合
は
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

	

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
や
処
遇

改
善
に
つ
い
て
周
知
は
。

	

多
く
の
市
民
の
方
に
消
防
団
活

動
に
つ
い
て
認
識
し
て
も
ら
い
、
応

援
し
て
も
ら
う
こ
と
が
消
防
団
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
団
員
確

保
や
防
災
意
識
の
高
ま
り
に
つ
な
が

る
た
め
、
一
層
広
報
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

QAQA

	

運
動
公
園
整
備
の
具
体
的
な
内

容
は
。

	

可
児
市
運
動
公
園
（
坂
戸
）
を

防
災
拠
点
の
公
園
と
し
て
整
備
す
る
。

ま
た
、
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
人
口
芝

に
す
る
こ
と
や
、
照
明
・
ト
イ
レ
の

改
修
、
１
０
０
０
台
程
度
の
駐
車
場

を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

	

地
区
セ
ン
タ
ー
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
具
体
的
計
画
は
。

	

令
和
４
年
度
は
今
渡
、
帷
子
地

区
セ
ン
タ
ー
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
順
次
全
地

区
セ
ン
タ
ー
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
計
画
で
あ
る
。

	
産
婦
健
康
診
査
に
お
い
て
産
後

う
つ
等
の
診
断
が
で
た
場
合
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
は
。

	

妊
娠
中
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
要
因

QAQAQA

を
特
定
で
き
る
妊
婦
の
方
な
ど
に
は
、

担
当
保
健
師
が
医
療
機
関
と
情
報
共

有
し
、
継
続
的
に
訪
問
や
電
話
を
し

て
い
る
。
早
急
に
支
援
が
必
要
な
産

婦
の
方
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
か
ら

市
へ
連
絡
が
あ
り
、
県
の
「
母
と
子

の
健
康
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
よ
り
継

続
的
に
支
援
を
行
う
。

	

本
市
の
自
殺
予
防
の
取
組
は
。

	

自
殺
対
策
行
動
計
画
の
策
定
に

QA

第
１
回
定
例
会
の
議
案
審
査
等
の
概
要
で
す
。

常
任
委
員
会
報
告

現在の運動公園グラウンド（坂戸）
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合
わ
せ
て
、命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
相

談
窓
口
の
一
覧
）
を
作
成
し
庁
内
窓

口
へ
の
設
置
、
関
係
機
関
へ
の
配
布
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
に
対
し
て
は
市

内
小
中
学
校
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教

室
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
一
般
廃
棄
物
処
理
業
務
等
の
合

理
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
グ

ラ
ン
ド
ル
ー
ル
は
公
平
性
を
欠
い
て

い
る
こ
と
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関

連
費
用
の
支
出
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
予
算
は

慎
重
で
あ
る
べ
き
こ
と
か
ら
反
対
。

反対

　
　
可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

工
業
団
地
開
発
の
造
成
工
事
に

着
手
す
る
に
あ
た
り
、
積
極
的
な
企

業
誘
致
で
将
来
の
税
収
確
保
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
。
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
市
制
40
周
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
。

ま
ち
の
安
全
づ
く
り
で
は
、
通
学
路

の
点
検
結
果
に
よ
り
防
護
柵
の
設
置

や
カ
ラ
ー
舗
装
の
整
備
な
ど
安
全
な

通
学
路
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
重
点
方
針
を
中
心

に
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
賛
成
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
こ
れ
ま
で
も
２
年
ご
と
に
保
険

料
の
値
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
。
加
え
て
今
年
の
10
月
か
ら

一
定
の
所
得
以
上
の
高
齢
者
の
医
療

費
が
２
割
負
担
と
な
る
。
一
方
で
高

齢
者
の
年
金
は
減
額
に
な
り
、
ま
す

ま
す
高
齢
者
の
生
活
は
苦
し
く
な
っ

反対賛成反対

て
い
く
。
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
増
え

る
ほ
ど
保
険
料
が
値
上
げ
と
な
る
制

度
に
は
反
対
。

　
　
保
健
事
業
で
は
、
ぎ
ふ
・
す
こ

や
か
健
診
、
さ
わ
や
か
口
腔
健

診
に
取
り
組
み
、
被
保
険
者
の
健
康

維
持
増
進
を
図
っ
て
い
る
。
岐
阜
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
の
連

携
や
役
割
分
担
の
も
と
健
全
な
財
政

運
営
や
事
業
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

と
考
え
賛
成
。

◆
◆
討
論
◆
◆

　
　
介
護
保
険
は
利
用
者
負
担
が
引

き
上
げ
ら
れ
、
次
々
と
サ
ー
ビ

ス
が
削
ら
れ
て
い
る
上
で
保
険
料
は

値
上
げ
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
の
状
況

が
さ
ら
に
進
行
す
る
介
護
保
険
制
度

に
は
反
対
。

　
　
高
齢
者
見
守
り
シ
ー
ル
事
業
な

ど
、
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

過
不
足
な
く
提
供
す
る
た
め
の
予
算

反対賛成反対反対賛成

で
あ
る
と
考
え
賛
成
。

総
務
企
画
委
員
会

　
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部

改
正
12
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　
行
政
手
続
き
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

	

オ
ン
ラ
イ
ン
で
縦
覧
可
能
と
な

る
の
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
。

	

選
挙
人
名
簿
な
ど
今
ま
で
も
縦

覧
で
き
た
も
の
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　
市
議
会
議
員
と
市
長
の
選
挙
ポ
ス

タ
ー
の
公
費
負
担
を
減
ら
し
、
新
た

に
選
挙
ビ
ラ
の
公
費
負
担
を
加
え
る

も
の
で
す
。

QA

自殺予防策の 1 つ「ゲートキーパー」の啓発
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◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

	
市
議
会
議
員
の
場
合
、
３
万
40

円
が
ビ
ラ
の
公
費
負
担
上
限
と
な
る

が
、
２
千
枚
作
成
し
た
場
合
に
上
限

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
満
額
対
象
と
な

る
か
。

	

ビ
ラ
の
配
布
枚
数
が
４
千
枚
か

つ
１
枚
当
た
り
の
単
価
が
７
・
51
円

を
上
限
と
し
て
お
り
、
そ
の
両
方
の

範
囲
内
が
対
象
と
な
る
。

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
等
を
行
う

た
め
の
も
の
で
す
。

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

	

消
防
団
員
の
費
用
弁
償
が
出
動

報
酬
に
変
わ
る
と
、
税
法
上
、
違
い

は
あ
る
か
。

	

報
酬
に
な
る
と
課
税
対
象
に
な

る
。
税
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
団

員
に
直
接
支
給
す
る
。

QAQA

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

等
に
つ
い
て
、
常
勤
の
職
員
と
均
衡

を
図
る
内
容
で
す
。

	

条
例
改
正
に
よ
り
人
件
費
は
ど

う
変
わ
る
の
か
。

	

0.1
カ
月
分
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

全
体
で
年
間
約
５
０
０
万
円
の
増
額

と
な
る
。

建
設
市
民
委
員
会

　
条
例
の
一
部
改
正
１
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　
市
営
住
宅
の
入
居
決
定
者
の
連
帯

保
証
人
の
年
齢
要
件
を
、
民
法
の
改

正
に
よ
り
成
年
（
18
歳
以
上
）
に
改

め
る
も
の
で
す
。

QA

教
育
福
祉
委
員
会

　
条
例
の
一
部
改
正
２
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

　
世
帯
内
に
未
就
学
児
が
い
る
場
合

に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

	

未
就
学
児
の
減
額
に
つ
い
て
は

ど
れ
ほ
ど
の
世
帯
や
人
数
に
影
響
が

及
ぶ
の
か
。

	

減
額
の
対
象
世
帯
数
と
人
数
に

つ
い
て
は
、
７
割
軽
減
に
該
当
す
る

方
は
１
０
４
世
帯
、
１
３
６
人
。
５

割
軽
減
の
対
象
と
な
る
方
は
62
世
帯
、

84
人
。
２
割
軽
減
に
該
当
す
る
世
帯

は
37
世
帯
、
52
人
。
そ
の
ほ
か
一
般

の
方
が
１
７
８
世
帯
、
２
２
９
人
。

合
計
３
８
１
世
帯
、
５
０
１
人
の
方

が
対
象
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

QA

　
国
が
定
め
る
保
育
施
設
等
の
運
営

基
準
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

	

今
ま
で
書
面
で
提
出
さ
れ
て
い

た
文
書
を
、
メ
ー
ル
等
に
添
付
さ
れ

た
も
の
で
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
か
。

	

こ
れ
ま
で
事
業
者
が
書
面
で

作
っ
て
い
た
文
書
等
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
で
作
成
し
て
保
管
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
事
業
者
か

ら
利
用
者
に
提
供
す
る
も
の
に
つ
い

て
も
メ
ー
ル
等
の
活
用
や
、
事
業
者

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
利
便
性
の
向
上
や
事
務
負
担
の

軽
減
等
に
つ
な
が
る
。

QA
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第 1回定例会　提出された議案等と審議結果
　提出された議案は、予算19件、条例17件の合計36件でした。それ以外に委員会提案（発委）
が 1件あり、すべて原案のとおり可決されました。

【全会一致で可決された議案】

【賛成多数で可決された議案】

番号 件名

議
案

2 令和 4年度国民健康保険事業特別会計予算

5 令和 4年度自家用工業用水道事業特別会計予算

6 令和 4年度農業集落排水事業特別会計予算

7 令和 4年度可児御嵩インターチェンジ工業団地開
発事業特別会計予算

8 令和 4年度土田財産区特別会計予算

9 令和 4年度北姫財産区特別会計予算

10 令和 4年度平牧財産区特別会計予算

11 令和 4年度二野財産区特別会計予算

12 令和 4年度大森財産区特別会計予算

13 令和 4年度水道事業会計予算

14 令和 4年度下水道事業会計予算

15 令和 3年度一般会計補正予算（第 8号）

16 令和 3年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

17 令和 3年度可児駅東土地区画整理事業特別会計補正予算（第 2号）

18 令和 3年度可児御嵩インターチェンジ工業団地開発事業特別会計補正予算（第 2号）

19 令和 3年度水道事業会計補正予算（第 1号）

20 情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定

※議案の詳しい内容については、議会ホームページまたは議会事務局窓口にてご覧いただけます。

奥
村　
新
五

松
尾　
和
樹

中
野　
喜
一

大
平　
伸
二

渡
辺　
仁
美

伊
藤　
　
壽

勝
野　
正
規

板
津　
博
之

澤
野　
　
伸

山
田　
喜
弘

川
合　
敏
己

川
上　
文
浩

天
羽　
良
明

酒
井　
正
司

野
呂　
和
久

山
根　
一
男

中
村　
　
悟

伊
藤　
健
二

冨
田　
牧
子

亀
谷　
　
光

林　
　
則
夫番号 件名

議
案

1 令和 4年度可児市一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

3 令和 4年度可児市後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

4 令和 4年度可児市介護保険特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

※〇は賛成　●は反対　　　※議長（山田喜弘）は採決に加わらない。　※酒井正司議員は欠席

番号 件名

議
案

21 個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定

22 市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定

23 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定

24 職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例の制定

25 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定

26 市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定

27 非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

28 常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定

29 職員の給与支給に関する条例の一部を改正する条例の制定

30 会計年度任用職員の給与、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例の制定

31 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

32
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並び
に特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

33 町名地番変更に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

34 市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定

35 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定

36 消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定

発
委 1 ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議する

決議
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小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
を

取
得
す
る
に
は

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

	

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
小
学

校
で
は
学
級
閉
鎖
、
学
年
閉
鎖
が

多
発
し
た
。
保
護
者
の
休
業
に
対

し
て
は
、
小
学
校
休
業
等
対
応
助

成
金
が
あ
る
が
、
活
用
で
き
な
い

と
い
う
声
を
聞
く
。

	

子
ど
も
の
世
話
を
行
う
こ
と

が
必
要
に
な
っ
た
労
働
者
に
対
し

て
、
有
給
の
休
暇
を
取
得
さ
せ
た

事
業
主
に
対
し
て
、
休
暇
中
に
支

払
っ
た
賃
金
相
当
額
が
国
か
ら
支

給
さ
れ
る
。
各
県
の
労
働
局
に
特

別
相
談
窓
口
が
あ
り
、
労
働
局
か

ら
事
業
主
に
対
し
て
、
当
助
成
金

活
用
の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
る
。

　
当
助
成
制
度
は
６
月
末
ま
で
延

長
さ
れ
る
の
で
、
保
護
者
に
対
し

て
教
育
委
員
会
の
一
斉
メ
ー
ル
等

で
改
め
て
お
知
ら
せ
す
る
。

近
隣
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
後

遺
症
外
来
は
あ
る
か

QA

	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
治
っ
た
後
も
、
後
遺
症
に
悩

む
人
が
あ
る
が
、
本
県
の
後
遺
症

外
来
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

後
遺
症
の
相
談
は
ま
ず
、
か

か
り
つ
け
医
な
ど
で
受
診
し
、
専

門
的
な
診
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
後
遺
症
外
来
を
設
置

し
て
い
る
岐
阜
大
学
医
学
部
附
属

病
院
な
ど
へ
紹
介
状
を
書
い
て
も

ら
い
、
受
診
す
る
こ
と
に
な
る
。

QA

一 般
質
問

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
会
議
時
間
短
縮
の
た
め
に
持
ち
時
間
を

1
人
60
分
以
内
か
ら
45
分
以
内
に
変
更
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

YouTubeで議場での一般
質問や各委員会の様子を配
信しています。いつでも視
聴することができますので
ご利用ください。

７
人
が
市
政
を
問
う

小学校休業等対応助成金制度の概要
（厚生労働省ホームページより）
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流
域
下
水
道
施
設
の

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を

高
校
生
ま
で
拡
充
を

澤
さわ
野
の
　伸

しん

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ

	

下
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
よ

る
長
寿
命
化
計
画
の
評
価
と
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
は
。

	

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
を
平

成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で

の
５
年
間
実
施
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
交
換
を
２
１
５
２
カ
所
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
制
御
盤
の
更

新
を
26
カ
所
行
っ
た
。
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
令
和
３
年

度
か
ら
実
施
し
汚
水
管
渠
の
修
繕

を
行
っ
て
い
く
。
本
市
は
平
成
14

年
度
に
下
水
道
台
帳
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
情
報
を
毎
年
更
新
し
て

お
り
、
今
後
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
に
有
効
活
用
し
て
い
く
。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
管
渠
の
耐
久
性
の

懸
案
と
現
状
は

	

下
水
道
事
業
の
初
期
の
段
階

で
投
入
さ
れ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
管
渠

に
つ
い
て
は
耐
久
性
に
問
題
が
あ

QAQ

	

岐
阜
県
下
で
高
校
生
ま
で
医

療
費
助
成
す
る
自
治
体
が
半
数
を

超
え
て
い
る
。
無
料
化
に
必
要
な

財
政
支
出
の
規
模
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
、
国
が
よ
う
や
く
未
就
学
児

の
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
を

五
割
軽
減
す
る
な
ど
変
革
の
時
期

を
迎
え
た
が
、
本
市
も
子
ど
も
医

療
費
の
助
成
を
拡
大
す
べ
き
時
で

は
。

	

本
来
は
国
が
社
会
保
障
施
策

と
し
て
創
設
す
べ
き
も
の
だ
と
考

え
て
い
る
。
無
料
化
に
は
新
た
に

約
８
３
０
０
万
円
の
予
算
が
必
要

と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
捻
出

で
き
る
財
源
の
範
囲
内
で
必
要
な

福
祉
支
援
策
を
進
め
て
い
く
。

財
源
の
範
囲
と
は
、課
題
は
何
か

	
財
源
の
範
囲
内
と
は
ど
の
程

度
か
。
移
住
し
た
く
な
る
様
な
魅

力
あ
る
街
に
す
る
た
め
に
も
、
よ

QAQ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
本
市
の
状

況
の
対
応
は
。

	

平
成
６
年
度
か
ら
平
成
14
年

ご
ろ
ま
で
採
用
し
た
。
そ
の
延
長

は
約
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
市
内

下
水
道
管
の
総
延
長
の
13
％
を
占

め
て
い
る
。
現
在
管
渠
に
ひ
び
割

れ
が
生
じ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、

今
後
５
年
間
で
、
特
に
状
態
の
悪

い
区
間
6.2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
改
築

を
進
め
る
。

A

く
検
討
を
。

	

社
会
保
障
経
費
等
が
増
え
て

い
る
現
状
で
は
、
福
祉
予
算
枠
の

拡
大
は
非
常
に
厳
し
い
。
議
論
の

本
質
は
、
定
住
・
移
住
支
援
策
で

あ
る
。
子
育
て
支
援
の
施
策
に
は

様
々
な
方
法
が
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
や
り
方
が
一
番
公
平
で
喜
ん
で

頂
け
る
の
か
、
無
駄
の
な
い
予
算

の
使
い
方
の
た
め
に
も
市
民
や
議

会
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
進

め
て
い
き
た
い
。

A

可児市の下水道計画

子ども医療費助成の推進を
（しんぶん赤旗電子版）
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本
市
の
農
業
の
課
題
と

今
後
の
展
開
は

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
の

設
置
の
考
え
は

天
あ
羽
もう
　良

よし
明
あき

野
の
呂
ろ
　和

かず
久
ひさ

	

農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
努
力
で
美
し
い
農

地
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
美
し
い
農
地
を
守
っ
て
い
き

た
い
。
農
用
地
利
用
の
現
状
と
担

い
手
の
課
題
は
。

	

認
定
法
人
等
の
担
い
手
や
農

用
地
利
用
の
集
積
面
積
は
横
ば
い

で
あ
る
が
、
農
用
地
区
域
内
の
荒

廃
農
地
は
、
平
成
28
年
度
が
6.2
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
令
和
２
年
度
が
9.9
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
増
え
て
い
る
。
水
田

維
持
保
全
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

の
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
相
続

に
よ
る
市
外
在
住
者
の
所
有
、
農

機
具
の
老
朽
化
な
ど
で
米
を
作
れ

な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
等
の
農
業
機
械
の

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は

	

親
子
間
の
農
業
継
承
や
地
域

の
非
農
家
と
の
連
携
、
地
域
コ

QAQ

	

国
は
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

認
知
症
等
に
よ
り
判
断
力
が
不
十

分
と
な
っ
た
人
（
以
下
配
慮
を
要

す
る
消
費
者
）
が
消
費
者
被
害
に

あ
わ
な
い
様
、
地
方
公
共
団
体
と

地
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
見
守

り
活
動
を
行
う
消
費
者
安
全
確
保

地
域
協
議
会
の
構
築
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
見
守
り
を

必
要
と
す
る
人
が
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
、
消
費
者
被
害
を
ど
う
未

然
に
防
ぐ
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
設
置
の
考
え
を
問
う
。

	

今
後
、
被
害
案
件
の
多
様
化

で
あ
っ
た
り
、
配
慮
を
要
す
る
消

費
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
協

議
会
は
、
本
人
の
同
意
な
く
個
人

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
早
急
な
対
応
が
必
要
な

ケ
ー
ス
に
備
え
る
べ
く
協
議
会
の

構
成
や
進
め
方
な
ど
内
容
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

QA

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
業
発
展
に
つ
な
が

る
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
草
刈
機
、
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
の
農
業
機
械
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
普
及
の
可
能
性
は
。

	

市
の
農
用
地
区
域
内
の
農
用

地
の
ほ
と
ん
ど
が
水
田
で
あ
る
。

米
の
乾
燥
機
、
籾
す
り
機
、
選
別

機
な
ど
が
共
同
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
意
欲
あ
る
後
継
者

に
米
作
を
継
承
で
き
る
可
能
性
が

で
き
水
田
を
維
持
保
全
で
き
る
の

で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
が
農
業

委
員
等
か
ら
多
く
出
て
お
り
、
最

適
な
方
向
性
や
方
針
を
検
討
す
る
。

A

本
市
の
現
在
行
う
高
齢
者
等
の

消
費
者
へ
の
見
守
り

	

現
状
の
配
慮
を
要
す
る
消
費

者
へ
の
見
守
り
活
動
は
。

	

関
係
す
る
機
関
、
団
体
が
支

援
や
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。
消

費
生
活
関
連
の
案
件
が
あ
れ
ば
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
対

応
し
て
い
る
。

QA

若者の農業継続のためにも機械が必要

消費者庁が発行する設置の手引き
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不
登
校
児
童
生
徒
と
そ
の

保
護
者
へ
の
支
援
充
実
を

森
林
環
境
譲
与
税
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か

松
まつ
尾
お
　和

かず
樹
き

山
やま
根
ね
　一

かず
男
お

	

不
登
校
児
童
生
徒
が
、
学
校

生
活
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
学

校
復
帰
を
目
指
す
教
室
「
ス
マ
イ

リ
ン
グ
ル
ー
ム
」
が
あ
る
が
、
そ

こ
に
も
通
え
な
い
児
童
生
徒
へ
の

対
処
は
。

	

単
に
学
校
復
帰
の
み
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
実
態
に
応
じ
多

様
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
と
い
う
考
え
を
大
切
に
し

て
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
庭

訪
問
や
電
話
連
絡
な
ど
の
従
来
の

や
り
方
に
加
え
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

使
用
す
る
な
ど
、
児
童
生
徒
と
の

関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

不
登
校
児
童
は
増
加
。
原
因
は

複
雑
多
様
化

	

教
員
の
資
質
向
上
と
適
切
な

人
的
措
置
は
さ
れ
て
い
る
か
。

	

「
よ
り
よ
い
認
知
を
は
ぐ
く

QAQA

	

令
和
元
年
度
よ
り
森
林
環
境

譲
与
税
の
地
方
へ
の
配
分
が
始

ま
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
実

績
・
今
後
の
活
用
計
画
は
ど
う
か
。

	

本
市
の
面
積
の
約
38
％
が
森

林
で
あ
り
、
そ
の
内
民
有
林
が

２
８
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
る

が
、
全
体
と
し
て
整
備
が
行
き
届

い
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
そ
の
よ

う
な
民
有
林
の
間
伐
や
、
木
材
利

用
促
進
な
ど
に
使
え
る
国
か
ら
の

交
付
金
で
、
そ
の
額
は
令
和
２
年

度
で
約
１
３
８
４
万
円
。
民
有
林

の
間
伐
や
、
森
林
所
有
者
の
意
向

調
査
、
森
林
環
境
基
金
へ
の
積
み

立
て
に
使
わ
れ
た
。
今
後
は
、
整

備
箇
所
を
拡
大
す
る
と
共
に
、
森

林
に
関
心
を
持
つ
市
民
を
増
や
し
、

林
業
人
材
の
育
成
に
も
活
用
し
て

い
く
。

QA

む
心
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
研

修
を
通
し
て
、
ど
の
職
員
も
心
理

的
側
面
か
ら
の
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。
学
級
担
任
の

他
に
、
生
徒
指
導
主
事
、
教
育
相

談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
養
護
教

諭
な
ど
を
位
置
づ
け
、
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
。
教
員
以
外
に
も
、

専
門
的
な
知
識
技
能
を
生
か
し
て

対
応
で
き
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、ス
ク
ー
ル
相
談
員
、ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
を

配
置
し
、
き
め
細
か
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

ナ
ッ
ジ
理
論
の
活
用
を

	

人
の
心
理
効
果
を
利
用
し
て

望
ま
し
い
行
動
を
促
す「
ナ
ッ
ジ
」

と
呼
ば
れ
る
手
法
を
施
策
に
取
り

入
れ
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

本
市
の
導
入
状
況
は
ど
う
か
。

	

「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
は
行
動
経

済
学
の
一
つ
で
、
強
制
す
る
こ
と

な
く
自
発
的
に
よ
り
良
い
行
動
を

促
す
手
法
で
あ
る
。
本
市
に
お
い

て
も
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
そ
の
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

QA

スマイリングルーム案内板
（総合会館 1 階）

森林環境譲与税を使い
間伐した森林（下切）
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れ
ま
で
調
査
、
研
究
を
進
め
て
き
た

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報
告

の
後
、
市
議
会
議
員
の
質
問
に
高
校

生
議
員
が
答
え
ま
し
た
。
主
な
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

 

テ
ー
マ
① 

環　
　
境

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
着
目

し
、
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
検
索
で
き
る

ア
プ
リ
「
ｍ
ｙ
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
（
マ
イ
ミ

ズ
）」
を
普
及
す
る
こ
と
を
考
え
た
。

給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
増
や
す
こ
と
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
消
費
を
削
減
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
。

 

テ
ー
マ
② 

教
育
・
福
祉

　

当
初
、
子
ど
も
達
の
居
場
所
と
し

て
ア
ー
ラ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
難
航
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
子
育

て
世
代
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
集

計
し
た
結
果
を
今
後
の
活
動
に
活
か

す
予
定
。
居
場
所
づ
く
り
の
ほ
か
、
高

校
生
が
勉
強
を
教
え
る
寺
子
屋
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

る
。

　
３
月
25
日
に
可
児
高
等
学
校
の
１
・

２
年
生
16
人
が
参
加
し
、
議
場
に
て

高
校
生
議
会
を
行
い
ま
し
た
。
可
児

市
議
会
で
は
、
若
い
世
代
と
の
交
流

や
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ

う
、
高
校
生
議
会
を
実
施
し
て
お
り
、

今
回
で
８
回
目
で
す
。

　

今
回
は
２
部
制
で
、
活
動
報
告
や

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
提
案
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
第
１
部
】

　

当
日
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
こ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
や
立
候
補

者
が
、
議
員
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
、
意
見
を
し
っ
か
り
と
述
べ
る

姿
に
、
可
児
市
の
将
来
の
明
る
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
可
児
市
議
会
で
は
今

後
も
若
い
世
代
と
の
交
流
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

 

テ
ー
マ
③ 

可
児
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略

　

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
可
児
市

を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
」
こ
と
に
取
り

組
ん
だ
。

　

可
児
市
は
「
暮
ら
す
」
と
い
う
視

点
で
考
え
る
と
、
良
い
点
が
多
い
。
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
情
報
発
信

す
る
な
ど
し
て
人
口
減
少
対
策
、
移

住
促
進
に
貢
献
し
た
い
。

【
第
２
部
】

　

昨
年
11
月
に
可
児
高
等
学
校
の
主

権
者
教
育
の
一
環
で
行
わ
れ
た
模
擬

選
挙
に
お
い
て
、
実
際
に
立
候
補
者

と
な
っ
た
う
ち
の
３
人
が
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
通
じ
て
市
へ
提
案
を
し
ま
し

た
。

橋は
し
本も
と	

拓た
く
也や	

さ
ん

神か
み
谷や	

朱あ
か
り里	

さ
ん

渡わ
た
邉な
べ	

優ゆ

佳か	

さ
ん

　

経
済
的
な
理
由
で
学
ぶ
機
会
が
奪

わ
れ
な
い
よ
う
、
外
国
籍
の
子
も
含

め
た
、
多
く
の
地
域
の
子
ど
も
達
の

た
め
に
支
援
を
。

　

人
口
を
増
や
す
に
は
可
児
市
が
現

在
も
つ
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
大

事
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
有
効
活
用
や
移
住
者

へ
の
補
助
金
制
度
を
。

　

医
療
機
関
の
充
実
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
が
、
市
の
活
性
化
や

市
民
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
に

つ
な
が
る
。

私
た
ち
が
考
え
た
可
児
市
へ
の
提
案

高
校
生
議
会

若いパワーは素晴らしい！
可児市の未来のため、一緒に考えよう！



15　　可児市議会だより　2022.5.1

▼ロシアによるウクライナ
　侵略に対し断固抗議！ （3月10日）
　ロシアによるウクライナへの軍事攻撃が続
く中、３月10日の本会議において、「ロシア
によるウクライナへの侵略に断固抗議する決
議」を全会一致で可決しました。
　『ロシアの行為は国連憲章に違反し、国際社
会の平和と安全、秩序を著しく損なう暴挙で
あり断じて許すことはできません。本議会は
ロシアに対し、ウクライナへの侵略、軍事行
動の即時停止と完全撤退を強く求めます。』

〜写真、イラスト、絵画であなたの個性を〜
　「議会のトビラ」は、今号から表紙が公募に
よる作品になりました。
　親しみやすい紙面になるよう、あなたの写
真やイラストや絵画で彩ってくれませんか？
〇テ ー マ　可児市の魅力
〇応募方法　Eメール、郵送、持参
〇必要事項　氏名、住所、電話番号、作品名
〇募集時期　随時
※採用された方には事前にご連絡します。
※�詳しくしくは市議会ホームページまたは議会のトビ
ラ83号をご覧ください。

応募・問合先
議会のトビラ表紙応募担当
〒509-0292可児市一丁目１番地
Eメール　gikai-dayori@city.kani.lg.jp
電話　0574-62-1111（内線3502）

表紙の作品を募集しています議 会 レ ポ ー ト議 会 レ ポ ー ト

オンラインで議員に聞きたい！言
いたい！

議 会 報 告 会
5月14日（土） 午後1時30分～3時30分

どう使われる？可児市の予算
～予算決算委員会からの報告～

前半

意見交換会
～あなたの関心あるテーマを選んで参加～

可児市議会事務局  gikai-jimu@city.kani.lg.jp  へEメールで申し込んでください。
メール本文に「お名前、参加希望のテーマ（①～③のうち１つ）をご記入ください。
※申込締切後に事務局から使っていただくZOOＭのＩＤと当日の詳細をお送りいたします。

【問合先】可児市議会事務局　電話0574-62-1111◎申込締切　5月10日（火）

後半

参加ご希望の方は

テーマ

今こそ考えよう消防団活動
（担当：総務企画委員会）

1 テーマ

外国籍の人も住みやすい街って？
（担当：建設市民委員会）

2 テーマ

活用されているの？学校のタブレット
（担当：教育福祉委員会）

3

初めてのZOOM開催！
自宅からでも気軽に参加☆

参加者募集
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第 2回定例会のお知らせ
5月

27日　開会日（議案説明）

6月
 8日　一般質問・議案質疑 9 日　

13日　予算決算委員会

14日　総務企画委員会

15日　建設市民委員会

16日　教育福祉委員会

23日　閉会日（委員長報告・採決）
※会議は午前 ９時から開会します。
※日程は都合により変更する場合もあります。

　今回は、議会広報部会員の澤野伸議員と勝野正規議員が春里地区社会福祉協議会会長の奥村修さんを訪問し、
地域の高齢者にお弁当を配布する「給食サービス事業」についてのお話を伺いました。
※文中では広報委員（広）、奥村さんは（奥）としています。

広：伝統があるとお聞きしましたが、「給食サービ
ス事業」の経緯等について教えてください。

奥：始まりは30年以上前にさかのぼります。当時の
婦人会、日赤奉仕団、食生活改善推進協議会の
方々が中心となり、平成元年度から年に １回、
地域の高齢者に「いつまでもお元気で」という
意味合いを込め始めたものです。今では春里地
区社会福祉協議会の主要な事業となっています。

広：調理から配達まで色々な工程があると思います
が、どの様な方々で行うのですか。

奥：地域の民生委員・児童委員、赤十字奉仕団、食
生活改善推進協議会の皆さんを中心に、自治連
合会の方にもご協力をいただいております。

広：ご苦労も多いかと思いますが。

奥：はい、限られた予算の中で食材を調達する事や、
高齢者の方が食べやすいように、食材を細かく
刻むことなどに気を使います。

広：弁当を受け取られた方の反応はいかがですか？
奥：心待ちにして見える方も多く、笑顔いっぱいの
お礼をいただくとやりがいを感じます。

広：今後の展望をお聞かせください。
奥：コロナ禍のため、 2年連続で業者の仕出し弁当
をお渡しする形になりましたが、収束後はまた
手作り弁当をお渡しできればと思います。

　　「継続は力なり」を指針に、人と人とのつなが
りや絆を大切にする春里地区の伝統を守ってい
きたいです。

お弁当を受け取りにっこり笑顔

奥村修会長 お礼の手紙が届くことも

チョット おじゃまします

【取材を終えて】
　コロナ禍で人との繋がりの大切さを再確
認したとお聞きしました。今できることを
積み重ねることの大切さ、事業を継続して
いくことへの意気込みに感銘を受けました。

「かにみた！」の中で、令和 ３年度下半期の
議会活動をお伝えする番組「議会のトビラ」
を放送します。ぜひご覧ください。

放送予定
5 月 4 日（水）〜 5月10日（火）
７時15分・12時15分・1７時15分・22時15分
※初回放送は 5月 4日　1７時15分〜

ケーブルテレビで放送します


